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Ａ.２０１６年３月期決算の概要

Ⅰ. 経営状況

1）概要（連結） （単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

2016/3期
実績
①

2015/3期
実績
②

増減額
（前年比）

③＝①－②

増減率
（前年比）

④=③÷②ｘ100

通期予想
（5月8日発表）

⑤

差額
⑥＝①－⑤

率
⑦＝⑥÷⑤

ｘ100

売上高 １９，０９１ １９，２４９ △１５８ △０．８ ２０，０００ △９０８ △４．５

営業利益 ５４７ ５０８ ３９ ７．８ ５４０ ７ １．４

経常利益 ６２３ ５９５ ２８ ４．８ ６３０ △６ △１．０

親会社株主に

帰属する

当期純利益

３５６ ２６３ ９２ ３５．２ ３４０ １６ ４．９

2）連結経営指標 （前期実績）

・売上高営業利益率 ２．９％ （２．６％）

・売上高経常利益率 ３．３％ （３．１％）

・ＲＯＥ ６．８％ （５．１％）

・ＲＯＡ ２．４％ （１．９％）

◇事業環境に関する認識と確認（経済環境）

良好な企業収益にけん引され、賃金や雇用環境の改善が

期待されたものの、

中国をはじめとした海外経済の減速や地政学的リスクの高まりに加え、

年明け以降には円高・株安など景気の下押し要因が顕在化するなか、

依然として不透明な状況で推移。

◇事業環境に関する認識と確認（物流業界の状況）

国内貨物は経済の潮目の変化により、企業の生産に弱さが見られ

出荷が伸び悩むなど、緩慢な荷動きとなり、

国際貨物は輸出・輸入ともにマイナス基調が続き、

アジア向けを中心に貨物が減少するなど、総じて低調に推移。



Copyright © 2016 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. ２０１６年３月期決算説明会資料 2

2016/3期 2015/3期 増減

総資産 １４，８４９ １４，５３６ ３１３

自己資本 ５，２２２ ５，３１９ △９６

（単位：億円）

Ⅰ. 経営状況

Ｂ.財政状態

2016/3期
実績
①

2015/3期
実績
②

増減額
（前年比）
③＝①－②

営業活動によるキャッシュ・フロー（Ａ） ７８８ ７４５ ４３

投資活動によるキャッシュ・フロー （Ｂ） △１，２２８ △２２３ △１，００４

フリー・キャッシュ・フロー（Ａ＋Ｂ） △４４０ ５２１ △９６１

財務活動によるキャッシュ・フロー（Ｃ） ４３９ △３３６ ７７５

現金及び現金同等物に係る換算差額（Ｄ） △２８ ４３ △７２

現金及び現金同等物の増減額（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △２９ ２２８ △２５８

現金及び現金同等物の期首残高 １，４８９ １，２５９ ２３０

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額 － １ △１

現金及び現金同等物の期末残高 １，４６０ １，４８９ △２９

Ｃ.キャッシュ・フローの実績
（単位：億円）

◇財政状態

総資産は、のれんの増加などにより、対前年度末３１３億円、２．２％増加。

◇キャッシュ・フローの状況

現金及び現金同等物の２０１６年３月末残高が、対前年度末２９億円減少し、

１，４６０億円。
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Ｄ.直近５年間の売上高、営業利益の推移

Ⅰ. 経営状況
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◇売上高の推移

対前年１５８億円、０．８％減少。

「航空」セグメントにおいて、前年にあった米国西海岸の港湾混雑の影響による

自動車関連特需の反動減があったことや、

「販売」セグメントにおける、石油類の販売単価下落などが要因。

◇営業利益の推移

対前年３９億円、７．８％増加。

料金改定の効果や燃油費単価下落の影響により、「複合事業」セグメントが

大きく改善。

「重量品建設」セグメントと「米州」セグメントが伸長。
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Ⅰ. 経営状況

Ｅ.直近５年間の経常利益と当期純利益の推移
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◇経常利益の推移

対前年２８億円、４．８％増加。

◇当期純利益の推移

対前年９２億円、３５．２％増加。

特別利益は、投資有価証券売却益が減少したことにより、３２億円減少。

特別損失は、前年にのれんの減損損失、「米国集団訴訟関連引当金」を

計上していたことなどにより、１０６億円減少。
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Ⅰ. 経営状況

1）複合事業

実績 前年同期対比 業績予想（1/29発表）対比

16/3期 15/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ７，３６５ ７，４２３ △５７ △０．８ ７，４３２ ９９．１ △６６

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２２４ １８２ ４２ ２３．６ ２１９ １０２．６ ５

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １，８５４ １，８７５ △２１ △１．１ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ７８ ６８ １０ １５．０ ４．２ （ ３．６ ）

概況

・ 輸送需要の高まりが期待された３月において、鉄道取扱い、トラック輸送、倉庫の荷動きが、総じて低

調に推移

・ 引越をはじめ、オペレーション効率改善の成果や、燃油費単価下落により、増益

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

実績 前年同期対比 業績予想（1/29発表）対比

16/3期 15/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ５３８ ５５４ △１５ △２．９ ５５６ ９６．８ △１７

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １５ ８ ６ ７６．５ １４ １０７．８ １

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １３２ １３８ △５ △４．２ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４ ２ １ ６８．５ ３．２ （ １．８ ）

概況
・ 一部の不採算業務から撤退したことにより、減収

・ 利益率が改善している状況や、燃油費単価下落により、増益

2）警備輸送 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

◇複合事業・・・減収、増益

年度末における輸送需要の高まりが期待された３月において、

品目による濃淡はあったものの、鉄道取扱い、トラック輸送、

倉庫の荷動きは総じて低調に推移。

法人営業の強化に取り組んだ引越をはじめとして、オペレーション効率の

改善に努めた成果や、燃油費単価下落の影響が継続し、増益。

◇警備輸送・・・減収、増益

昨年４月以降、一部の不採算業務から撤退したことにより売上げは

減少したものの、利益率が改善している状況や燃油費単価下落の影響が

継続し、増益。
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Ⅰ. 経営状況

3）重量品建設

実績 前年同期対比 業績予想（1/29発表）対比

16/3期 15/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ５１３ ４６８ ４５ ９．６ ４８９ １０５．１ ２４

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ３６ ２１ １５ ７０．９ ３０ １２１．７ ６

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １１０ １１１ △０ △０．４ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １２ ４ ７ １８６．９ １１．０ （ ３．８ ）

概況
・ 国内で、重電関連の取扱いが伸び悩み、前年並みの売上げ

・ 海外プラント工事の利益率向上や、国内案件の追加工事の発生により、増益

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

◇重量品建設・・・減収、増益

国内において、重電関連の取扱いが伸び悩んだ結果、ほぼ前年並みの

売上げ。

ベトナムでの大型プラント工事における利益率の向上や、国内案件での

追加工事の発生などにより、増益。
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Ⅰ. 経営状況

4）航空

実績 前年同期対比 業績予想（1/29発表）対比

16/3期 15/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 １，８２５ ２，１０７ △２８２ △１３．４ １，９５７ ９３．３ △１３１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ７３ １０１ △２７ △２７．４ ６９ １０６．６ ４

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ４５０ ６８５ △２３４ △３４．３ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２４ ５５ △３０ △５５．０ ５．５ （ ８．０ ）

概況

・ 前年の特需の反動や、アジア向けの電子・電機関連の荷動きが低迷により、日本発輸出貨物の取扱

い重量は、前年対比で大幅なマイナスとなり、減収

・ 輸入についても、自動車関連の取扱い減少により、減収

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

実績 前年同期対比 業績予想（1/29発表）対比

16/3期 15/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 １，１８２ １，１８８ △６ △０．５ １，２２８ ９６．３ △４５

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ６１ ４９ １２ ２４．６ ５９ １０２．５ １

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２７９ ２９２ △１３ △４．７ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １３ ９ ３ ３６．３ ４．７ （ ３．３ ）

概況
・ 設備輸送関連の輸出が減少する状況が継続し、減収

・ 大型設備輸送案件の利益率が向上し、増益

5）海運 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

◇航空・・・減収、減益

前年にあった米州向けの自動車関連特需の反動や、アジア向けの

電子・電機関連の荷動きが低迷するなど、

日本発輸出貨物の取扱い重量は、大幅なマイナスで推移。

燃油サーチャージ下落も影響し、大幅減収。

輸入についても、自動車関連の取扱い減少などで、件数は前年を

下回り、減収。

国内貨物は、前年にあったスポットの反動減の影響により、減収。

◇海運・・・減収、増益

設備輸送関連の輸出が減少する状況が継続し、減収。

輸入は、アパレル・雑貨関連の取扱いが増加したものの、

青果関連が振るわなかったことなどから、減収。

商戦期の海外引越も、輸出入ともに前年の売上げには及ばず。

内航は、燃油費単価下落に伴う収受額の減少などが影響し、減収。

大型設備輸送案件の利益率向上により、増益。
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Ⅰ. 経営状況

6）米州

実績 前年同期対比 業績予想（1/29発表）対比

16/3期 15/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ９４６ ７９１ １５５ １９．６ ９８２ ９６．４ △３５

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ５０ ３４ １６ ４９．５ ５０ １００．４ ０

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２３２ ２１９ １３ ６．２ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １０ ６ ３ ５４．７ ４．３ （ ３．０ ）

概況
・ 現地通貨ベースにおいても、増収、増益

・ 地域全体で、海運・輸入フォワーディングとトラック輸送が売上げを伸長

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

実績 前年同期対比 業績予想（1/29発表）対比

16/3期 15/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ８４５ ８３６ ９ １．２ ８５０ ９９．５ △４

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １５ ２３ △８ △３４．９ １５ １０１．３ ０

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２２７ ２３６ △９ △４．０ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ５ ５ △０ △４．７ ２．４ （ ２．４ ）

概況
・ 現地通貨ベースにおいては、増収、増益

・ 地域全体で、海運・輸入フォワーディングと倉庫配送業務が売上げを伸長

7）欧州 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

海外会社の第４四半期は、１０－１２月期

◇米州・・・増収、増益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースでも、増収、増益。

地域全体においては、海運輸入フォワーディングとトラック輸送が

売上げを伸長。

米国において、自動車関連の海運・輸入フォワーディングの取扱いが伸長

したほか、米国内のトラック輸送も堅調に推移。

メキシコにおいても、自動車関連の米国向けトラック輸送や

海運・輸入フォワーディングが、引き続き好調を維持。

◇欧州・・・減収、減益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースでは、増収、増益。

地域全体では、海運・輸入フォワーディングと倉庫配送業務が売上げを

伸長。

英国では、アパレル・雑貨関連の海運・輸入フォワーディングが好調を

維持し、ドイツ、オランダにおいては、倉庫配送業務が堅調に推移。
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Ⅰ. 経営状況

8）東アジア

実績 前年同期対比 業績予想（1/29発表）対比

16/3期 15/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 １，１５０ １，０１３ １３７ １３．６ １，１８８ ９６．９ △３７

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １６ １９ △２ △１１．８ １７ ９８．２ △０

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２８２ ２７９ ２ １．０ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４ ４ ０ ８．９ １．６ （ １．５ ）

概況

・ 現地通貨ベースにおいては、減収、増益

・ 地域全体では、航空・輸出フォワーディングと海運・輸出フォワーディングの荷動きが低迷

・ 中国における自動車関連のトラック輸送、倉庫配送業務の堅調な推移により、増益

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

実績 前年同期対比 業績予想（1/29発表）対比

16/3期 15/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ７０２ ６４６ ５６ ８．７ ７８８ ８９．１ △８５

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １５ ９ ６ ６８．５ １６ ９２．８ △１

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １６４ １９１ △２７ △１４．４ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４ △１ ５ - ２．７ （ △０．７ ）

概況

・ 現地通貨ベースにおいては、減収、増益

・ 地域全体では、航空・輸出フォワーディングの減少と、前年の重機建設関連の反動により、減収

・ 利用費の抑制や、倉庫配送業務の改善により、増益

9）南アジア・オセアニア （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

海外会社の第４四半期は、１０－１２月期

◇東アジア・・・増収、増益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースでは、減収、増益。

地域全体では、航空・輸出フォワーディングと海運・輸出フォワーディングの

売上げが減少。

中国における自動車関連のトラック輸送、倉庫配送業務の堅調な

推移により、増益。

◇南アジア・オセアニア・・・減収、増益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースでも、減収、増益。

地域全体では、航空・輸出フォワーディングと重機建設の売上げが減少。

タイでは、前年にあった重機建設関連の大型プロジェクトの反動減が

大きく影響。

タイにおける航空利用費の抑制やフィリピン、マレーシアでの

倉庫配送業務の改善効果により、増益。
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Ⅰ. 経営状況

10）販売

実績 前年同期対比 業績予想（1/29発表）対比

16/3期 15/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ３，６７３ ４，２０１ △５２８ △１２．６ ４，１１５ ８９．３ △４４１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ６０ ６４ △３ △５．３ ６５ ９３．２ △４

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ８８０ ９８８ △１０８ △１０．９ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １４ １８ △３ △１８．４ １．７ （ １．８ ）

概況 ・ 石油類の販売単価下落により、減収

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

実績 前年同期対比 業績予想（1/29発表）対比

16/3期 15/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 １，７３６ １，４３６ ３００ ２０．９ １，７６０ ９８．７ △２３

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２７ ２６ １ ３．９ ２７ １００．６ ０

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ４７２ ４５２ １９ ４．４ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４ ８ △３ △４０．５ １．０ （ １．８ ）

概況
・ 第３四半期末から連結子会社となったワンビシアーカイブズ社が、売上げの増加に寄与

・ 日通不動産における、前年スポットの反動減により、減益

11）その他 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

◇販売・・・減収、減益

日通商事において、石油類の販売単価下落の影響を大きく受け、減収。

◇その他・・・増収、減益

ワンビシアーカイブズ社が、第３四半期末から連結子会社となり、

売上げの増加に寄与。

日通不動産における、前年スポットの反動減により、減益。
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増減要素

変動要素 連結（通期） 参考

燃油費単価変動
による影響

燃油 △５９．４億円

（費用減）

※４Ｑ単四半期
△９．６億円
（費用減）

（前年同期）

軽油 ： ８５．２６円／ℓ（１１０．５５円）

ガソリン：１２０．５４円／ℓ（１４４．４０円）

船舶重油： ４２．５２円／ℓ（ ６６．４７円）

為替による影響

売上高

＋２４７．１億円

営業利益

＋８．２億円

※４Ｑ単四半期
売上高 △１．２億円
営業利益 ＋０．１億円

年間平均為替レート（※） （前年同期）

ＵＳＤ：１２１．０５円 （１０５．８５円）

ＥＵＲ：１３４．３２円 （１４０．４２円）

ＨＫＤ： １５．６２円 （ １３．６５円）

ＲＭＢ： １９．２２円 （ １７．１９円）

第４四半期平均為替レート （前年同期）

ＵＳＤ：１２１．５０円 （１１４．５４円）

ＥＵＲ：１３２．９５円 （１４３．０７円）

ＨＫＤ： １５．６８円 （ １４．７７円）

ＲＭＢ： １８．９２円 （ １８．６２円）

（※）年間平均為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを各現地通貨ベースの四半期実績に適用している。

Ⅱ. 外部環境の変化
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国際関連事業売上高比率

２０１６年３月期 ４０％

国内複合事業営業利益率

２０１６年３月期 ３％

日通グループ経営計画２０１５
－改革と躍進－

２０１３年４月１日～２０１６年３月３１日 （３ヵ年）

日通グループ企業理念・ビジョン日通グループ企業理念・ビジョン

グローバルロジスティクス

事業の更なる拡大
成長性 国内事業の経営体質強化収益性

グループ各社の多様性を
活かした事業拡大成長性

ＣＳＲ経営に基づく、
事業を通じた社会への貢献社会性

日通グループ経営計画 ２０１５ －改革と躍進－

Ⅲ.経営計画の総括

数値目標 ２０１６年３月期達成目標 ２０１６年３月期実績

売上高 １兆８，０００億円 １兆９，０９１億円

営業利益 ５４０億円 ５４７億円

当期純利益 ３４０億円 ３５６億円

総資産利益率（ＲＯＡ） ２．５％ ２．４％

国際関連事業売上高比率 ４０％ ３６．２％

国内複合事業営業利益率 ３％ ３．１％

ＣＯ２排出量 年平均１．０％以上の削減（＊）
２０１３-２０１５年度平均削減率

３．９％（見込み）

（＊）日通グループとして原単位で２０１０年３月期を基準

◇国内複合事業営業利益率３％目標の結果

最終年度、売上高は伸び悩んだものの、

外注費をはじめとした各種コストの削減に対する取組みが奏功。

◇国際関連事業売上高比率４０％目標の結果

航空・海運のフォワーディングを強化するとともに、海外においては、

特に南アジアをターゲットに定め、事業の拡大に鋭意努力したが、

日本国内での売上げが、M&Aの影響などにより、当初想定した以上に

伸長したこともあり、目標到達には及ばず。
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Ａ.連結業績予想

Ⅳ.２０１７年３月期の業績予想

2017/3期予想 2016/3期実績
増減額

（増減率）

上半期 下半期 通期 上半期 下半期 通期 上半期 下半期 通期

売上高 9,350 9,950 19,300 9,532 9,558 19,091
△182

(△1.9)

391

(4.1)

208

(1.1)

営業利益 235 335 570 231 316 547
3

(1.6)

18

(5.8)

22

(4.1)

経常利益 278 352 630 276 347 623
1

(0.5)

4

(1.3)

6

(1.0)

親会社株主に

帰属する

当期純利益

165 195 360 152 204 356
12

(8.5)

△9

(△4.6)

3

(1.0)

（単位：億円、％）

◇業績予想作成の前提となる経済環境

海外経済は、中国をはじめとした経済への減速懸念が根強く残るものの、

先進国を中心に緩やかな回復を期待。

国内経済は、円高・株安による企業の景況感の悪化や消費者マインドの

下触れなどにより、引き続き、不透明感の強い状況で推移すると予測。

◇業績予想作成の前提となる物流業界の状況

国際貨物では、欧米向け貨物の持ち直しによりプラス基調に転じるものの、

中国経済減速の影響が払拭されず、緩やかな伸びに留まる見込み。

国内貨物は、個人消費の回復が限定的となることから、

貨物量に大きな増加は見込めず、総じて低調に推移すると予測。
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Ｂ.新報告セグメント

Ⅳ.２０１７年３月期の業績予想

運

送

国
内
会
社

複 合 事 業

警 備 輸 送

重 量 品 建 設

航 空

海 運

計

海
外
会
社

米 州

欧 州

東 ア ジ ア

南アジア・オセアニア

計

計

販 売

そ の 他

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

日 本

米 州

欧 州

東アジア

南アジア・オセアニア

計

警 備 輸 送

重 量 品 建 設

物 流 サ ポ ー ト

新報告セグメント旧報告セグメント

注）物流サポート ：
日通商事、日通総合研究所、
日通キャピタル、日通不動産、
キャリアロード、日通自動車学校、他

新経営計画のスタートに伴い、新たな区分で開示。
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1）日本 （単位：億円、％）

Ｃ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１７年３月期の業績予想

通期
今回予想 前年実績対比

概況
17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 １１，８８５ １１，５８３ ３０１ ２．６ ・ 物量の大幅な増加が見込めないなか、一連の組織

改正による効果の生み出しに取り組むｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４０５ ３６６ ３８ １０．７

利益率 ３．４ ３．２

上・下半期
上半期 下半期

17/3期 16/3期 増減額 増減率 17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ５，８５６ ５，７３１ １２４ ２．２ ６，０２９ ５，８５２ １７６ ３．０

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １６１ １４３ １７ １２．４ ２４４ ２２２ ２１ ９．５

利益率 ２．７ ２．５ ４．０ ３．８

2）米州 （単位：億円、％）

通期
今回予想 前年実績対比

概況
17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ８４６ ９４６ △１００ △１０．７ ・ 米国、メキシコにおいて、自動車関連の海運・輸入

フォワーディング、トラック輸送の取扱いが、好調を

維持するも、前年の特需の反動減が影響見込み
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４２ ５０ △８ △１７．５

利益率 ５．０ ５．４

上・下半期
上半期 下半期

17/3期 16/3期 増減額 増減率 17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ４１５ ４８２ △６７ △１４．１ ４３１ ４６４ △３３ △７．１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２０ ２７ △７ △２６．８ ２２ ２３ △１ △６．６

利益率 ４．８ ５．７ ５．１ ５．１

◇日本・・・増収、増益

物量の大幅な増加が見込めないなか、一連の組織改正による効果の

生み出しに取り組む。

陸海空の総合力を発揮できるワンストップ体制の構築による営業面での

効果に加えて、管理面、オペレーション面においても更なる効率化に注力。

◇米州・・・減収、減益

為替の想定を除いた、現地通貨ベースでも、減収、減益。

米国、メキシコにおいて、自動車関連の海運・輸入フォワーディング、

トラック輸送の取扱いが引き続き好調を維持するも、

前年にあった特需の反動減は避けられない見込み。
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3）欧州 （単位：億円、％）

Ｃ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１７年３月期の業績予想

通期
今回予想 前年実績対比

概況
17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ８０４ ８４５ △４１ △４．９ ・ 地政学的リスクを抱えているものの、オランダにお

ける倉庫配送業務は、順調に売上げを伸長

・ ロシアの改善も寄与する見込み

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２０ １５ ４ ２８．３

利益率 ２．５ １．８

上・下半期
上半期 下半期

17/3期 16/3期 増減額 増減率 17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ３７９ ４１０ △３１ △７．６ ４２５ ４３５ △１０ △２．４

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ８ ６ １ １４．４ １２ ８ ３ ３９．６

利益率 ２．１ １．７ ２．８ ２．０

4）東アジア （単位：億円、％）

通期
今回予想 前年実績対比

概況
17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 １,１１５ １，１５０ △３５ △３．１ ・ 自動車関連のミルクランの取扱いが、好調を維持

する見込みｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １７ １６ ０ １．２

利益率 １．５ １．５

上・下半期
上半期 下半期

17/3期 16/3期 増減額 増減率 17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ５０９ ５７４ △６５ △１１．４ ６０６ ５７６ ２９ ５．２

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ６ ５ ０ ３．２ １１ １０ ０ ０．２

利益率 １．２ １．０ １．８ １．９

◇欧州・・・減収、増益

為替の想定を除いた、現地通貨ベースでは、増収、増益。

欧州は、地政学的リスクを抱えているものの、

オランダにおける倉庫配送業務の順調な売上げの伸長と、

オペレーションの改善効果を見込む。

前年に不調だったロシアの改善も寄与する見込み。

◇東アジア・・・減収、増益

為替の想定を除いた、現地通貨ベースでは、増収、増益。

中国経済の減速が最大のリスク要因であるが、自動車関連のミルクランの

取扱いが好調を維持する見込み。

非日系企業への営業強化や、新たな陸路輸送ルートの構築など

新規ビジネスの開発にも注力。
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5）南アジア・オセアニア （単位：億円、％）

Ｃ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１７年３月期の業績予想

通期
今回予想 前年実績対比

概況
17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ７９０ ７０２ ８７ １２．５ ・ ロジスティクス業務における収益性の向上など、売

上げの拡大に伴う、利益の確保に取り組む

・ 航空・海運フォワーディングの獲得にも注力

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２１ １５ ５ ３３．９

利益率 ２．７ ２．２

上・下半期
上半期 下半期

17/3期 16/3期 増減額 増減率 17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ３６７ ３６７ △０ △０．３ ４２３ ３３４ ８８ ２６．５

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ９ ８ ０ ４．５ １２ ７ ４ ６９．６

利益率 ２．５ ２．３ ２．８ ２．１

6）警備輸送 （単位：億円、％）

通期
今回予想 前年実績対比

概況
17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ５５７ ５３８ １８ ３．５ ・ キャッシュ・ロジスティクスプラットフォームの構築によ

る売上げの拡大に取り組む

・ 人に関わる各種コストの増加により、減益を見込む

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １１ １５ △４ △３０．０

利益率 ２．０ ２．９

上・下半期
上半期 下半期

17/3期 16/3期 増減額 増減率 17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ２７８ ２７２ ５ ２．２ ２７９ ２６５ １３ ４．９

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４ ７ △３ △４５．５ ７ ８ △１ △１６．４

利益率 １．４ ２．７ ２．５ ３．１

◇南アジア・オセアニア・・・増収、増益

為替の想定を除いた、現地通貨ベースでも、増収、増益。

ロジスティクス業務における収益性の向上など、売上げの拡大に伴う

利益の確保に取り組む。

ロジスティクス業務で囲い込んだお客様の航空・海運フォワーディングの

獲得にも注力。

◇警備輸送・・・増収、減益

キャッシュ・ロジスティクスプラットフォームの構築による売上げの拡大に

取り組む。

社有戦力のみで業務を遂行しているため、

人に関わる各種コストの増加が想定されることから、減益を見込む。
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7）重量品建設 （単位：億円、％）

Ｃ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１７年３月期の業績予想

通期
今回予想 前年実績対比

概況
17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ４８６ ５１３ △２７ △５．４ ・ シャット・ダウン・メンテナンス工事の獲得に注力

・ 海外の大型プラント工事がピークアウトする影響は

避けられない見込み

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２９ ３６ △７ △２１．４

利益率 ６．０ ７．２

上・下半期
上半期 下半期

17/3期 16/3期 増減額 増減率 17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ２５９ ２７５ △１６ △５．９ ２２７ ２３８ △１１ △４．９

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １３ １６ △３ △１９．９ １６ ２０ △４ △２２．５

利益率 ５．０ ５．９ ７．０ ８．６

8）物流サポート （単位：億円、％）

通期
今回予想 前年実績対比

概況
17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 ４，０６６ ４，１０９ △４３ △１．０ ・ 石油類の販売単価下落の影響が、上半期までは継

続する見込みｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ８３ ８１ １ １．７

利益率 ２．０ ２．０

上・下半期
上半期 下半期

17/3期 16/3期 増減額 増減率 17/3期 16/3期 増減額 増減率

売上高 １，９２２ ２，０７２ △１５０ △７．３ ２，１４４ ２，０３６ １０７ ５．３

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４１ ４０ ０ １．５ ４２ ４１ ０ １．９

利益率 ２．１ １．９ ２．０ ２．０

◇重量品建設・・・減収、減益

国内では、シャット・ダウン・メンテナンス業務の獲得に注力するが、

マレーシア、ベトナム、ロシアでの大型プラント工事が

ピークアウトする影響は避けられない見込み。

◇物流サポート・・・減収、増益

石油類の販売単価下落の影響が上半期までは継続する見込みであり、

利幅の確保に向けた取組みを強化。
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Ｄ.外部要因の前提

変動要素 連結業績への影響 前提条件

燃油費単価変動
による影響

燃油費 △２８．７億円

（費用減）

（前期年間平均）

軽油 ： ７４．６１円／ℓ（ ８５．２６円）

ガソリン：１０４．４８円／ℓ（１２０．５４円）

船舶重油： ２８．６９円／ℓ（ ４２．５２円）

使用量は前年と同量と想定

為替による影響

売上高

△３２２．１億円

営業利益

△１０．１億円

（前期年間平均（※））

ＵＳＤ ：１１１．２０円 （１２１．０５円）

ＥＵＲ ：１２５．９０円 （１３４．３２円）

ＨＫＤ ： １４．４０円 （ １５．６２円）

ＲＭＢ ： １７．２０円 （ １９．２２円）

（※）前提となる為替レート及び前年同期レートは参考値。決算では四半期平均レートを各現地四半期実績に適用している。

Ⅳ.２０１７年３月期の業績予想

退職給付費用 ＋１４．７億円（費用増） マイナス金利の影響等

外形標準課税 ＋１５．３億円（費用増） 税率上昇による影響等
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Ⅴ. 配当の状況

配当性向の推移と予想
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の正確性を保証する
ものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は一切責任を負いませ
んのでご承知おきください。


